
福島市立清明小学校  学校だより 令和２年 1２月１５日   第３７号  〈文責〉校長 
 

みんなとともに笑顔いっぱい －「１０１」新たなるステージへ －

 

 

 

  
本校の新型コロナウイルス感染症対策は、市教委作成の「福島市公立学校 新型コロナウイルス対 

策対応マニュアル」に基づいて行っています。その基になっているのが、文科省の「学校における新 
型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～」です。その改 
訂版が出ましたので改めて内容を確認してみました。新たな知見も入っていて勉強になりました。 
 

本校から「クラスター」を発生させないために！ － その３ － 
 
 本校は、今年度「少人数指導（１学級2 担任制）」を選択していますが、感染状況によっては、「2 学級
に分けて指導をすることもあり得る」と説明をさせていただいてきました。そのような場面が想定されるの
は、文部科学省が定める「『新しい生活様式』を踏まえた学校の行動基準」での「レベル３」になったとき
になります。なお、知事が記者会見で話している「ステージ」と混同しやすいので、整理をしてみます。 
 
【「新しい生活様式」を踏まえた学校の行動基準】  

文部科学省の基準 新型コロナウイルス感染症分科会
提言における分類 感染レベル 身体的距離の確保 感染リスクの高い教育活動 
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〈校長の補足〉 
 「レベル１」… 感染防止策（換気、マスク着用等）を行いながら通常の教育活動を行う。 
 「レベル２」… 感染リスクの高い教育活動の可否を判断しながら、留意して教育活動を行う。  

「レベル３」… 感染リスクの高い教育活動は行わず、かつ、学習集団の人数を少なくして教育活動を行う｡ 
 
 

もし、感染者がでたときは・・・ 
 
①家族が「濃厚接触者」になったとき … 家庭の考えで、ＰＣＲ検査で「陰性」が確認されるまでの間、

登校を控えていただけるとありがたいです。その際は、「出席停
止」扱いにします。 

②本人が「感染者」になったとき   …「出席停止」になります。期間は「濃厚接触をした日の翌日から
起算して2 週間」です。なお、「臨時休業」の要否及び期間の判
断は、市教委や保健所と相談して行います。 

③本人が「濃厚接触者」になったとき … ②に同じです。学校への早めの連絡をお願いします。  
 
 「かぜ様症状」のときに、家庭で「学校を休む」判断をしていただいていることが、とてもありがたいです。 
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